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羽
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た
け

　
　
大
空
へ

令和元年６月⑴

鹿
屋
体
育
大
学

〝
秘
密
の
書
〞を
発
刊 模擬面接の様子

「
第
18
回
競
技
力
向
上
の
会
」を
開
催

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
予
約
が
始

ま
っ
た
。
開
始
か
ら
予
想
を
上

回
る
申
し
込
み
で
国
民
の
関

心
の
高
さ
が
伺
え
る
。
人
気
の

チ
ケ
ッ
ト
は
抽
選
に
な
る
た
め

申
し
込
ん
で
も
必
ず
手
に
入

る
と
は
限
ら
な
い
▼
ロ
ン
ド
ン

五
輪
と
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五

輪
に
2
名
ず
つ
選
手
を
送
り

出
し
た
本
学
自
転
車
競
技
部

関
係
者
は
、東
京
五
輪
へ
の
連

続
出
場
を
視
野
に
入
れ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
熱
が
入
っ
て

い
る
。一
方
、
い
ま
ひ
と
つ
認

知
度
が
低
い
こ
と
が
関
係
者

の
悩
み
だ
▼
通
常
五
輪
競
技

場
と
も
な
れ
ば
施
設
が
巨
大

化
し
が
ち
だ
が
、自
転
車
競
技

は
真
逆
で
国
際
規
格
に
近
付

く
に
つ
れ
小
さ
な
周
長
に
な

る
。
全
国
各
地
に
は
競
輪
場
を

含
め
５
０
０
ｍ
、
４
０
０
ｍ
、

３
３
３ｍ
の
競
技
場
が
約
70
カ

所
あ
る
が
、
国
内
唯
一
と
な
る

２
５
０
ｍ
走
路
の
伊
豆
ベ
ロ
ド

ロ
ー
ム（
静
岡
県
）で
、
東
京

五
輪
は
開
催
さ
れ
る
。国
際
規

格
の
走
路
の
コ
ー
ナ
ー
斜
度
は

最
大
45
度
、ま
る
で
壁
の
よ
う

な
走
路
か
ら
掛
け
下
す
選
手

の
ス
ピ
ー
ド
は
驚
く
ほ
ど
速
い

▼
東
京
五
輪
直
後
に
開
催
さ

れ
る
鹿
児
島
国
体
に
向
け
、

県
根
占
自
転
車
競
技
場
（
南

大
隅
町
）
も
４
０
０
ｍ
（
31

度
）
を
３
３
３
ｍ
（
36
度
）の

小
さ
な
競
技
場
に
建
て
替
え

こ
の
夏
完
成
予
定
だ
。こ
こ
で

真
剣
に
世
界
を
目
指
し
て
き

た
選
手
達
の
強
い
要
望
に
県

や
町
が
応
え
て
く
れ
た
の
だ
▼

一
般
公
道
で
行
わ
れ
る
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
は
、勿
論
無
料
で
観
戦

で
き
る
。五
輪
も
国
体
も
裏
話

を
探
し
な
が
ら
、選
手
と
の
距

離
感
も
近
い
自
転
車
競
技
を

存
分
に
楽
し
ん
で
は
如
何
だ

ろ
う
。（
Ｔ
・
Ｋ
）

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
学

生
が
同
大
学
の
教
育
目
標
や

デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー

を
身
近
に
意
識
す
る
と
と

も
に
、
自
身
の
学
び
の
目

的
・
目
標
を
よ
り
明
確
な
も

の
に
す
る
た
め
〝
学
び
の
極

意
〞
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
鹿
屋
体
育
大
学
で
の
４

年
間
が
充
実
す
る
秘
密
の

書
（
通
称
：
忍
者
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
文
科
省
補
助
事

業
「
大
学
教
育
再
生
加
速

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
Ａ
Ｐ
事
業
）

に
取
り
組
ん
で
い
る
同
大
学

の
教
育
企
画
・
評
価
室
が
、

補
助
事
業
３
年
目
の
成
果
物

の
一
つ
と
し
て
発
刊
し
た
も

の
で
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
の
デ
ィ
プ

ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
や
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー
、
さ
ら
に

学
び
の
内
容
を
親
し
み
や
す

く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た
登

場
人
物
（
か
の
や
仙
人
と
勘

八
く
ん
等
）
が
、
学
生
に
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。
同
大
学
の
学
生
の
学
び

を
充
実
さ
せ
る
要
点
を
、
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
て
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
鹿
屋
体
育
大

学
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証

の
〝
秘
策
〞
と
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
秘
密
の
書
」
は
、
新
学

期
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
全

学
生
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
斬
新
な
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
、
学
生
や
教

職
員
か
ら
は
好
評
価
の
声
が

聞
こ
え
て
い
ま
す
。

鹿屋体育大学での 4年間が充実する “秘密の書” の表紙と目次

◆令和元年度　強化指定競技
競技区分 競　技　名
スポーツ
個人競技

陸上競技、テニス、体操競技、水泳、ヨット
ボート、自転車競技、カヌー

スポーツ
団体競技

テニス、体操競技、ビーチバレー（男子）、
バレーボール（女子）、バスケットボール（女
子）、サッカー

武　　 道 柔道、剣道、なぎなた

◆令和元年度　重点強化指定チーム
競技団体名

テニス部
体操競技部
女子バレーボール部
サッカー部
男子バレーボール部（ビーチバレー）
剣道部
なぎなた部

◆令和元年度　重点強化指定選手
競 技 名 氏　　　　名

陸上競技 高木　駿一、日隈　彩美、小林　青
藤川　遥

テ ニ ス 今村　凪沙

体操競技 杉野　正尭、長谷川　瑞樹、原口　幸大
中谷　至希、藤巻　竣平

水 泳 野﨑　充、山口　藍李
柔 道 森田　将矢、小林　礼弥、吉野　敦哉

剣 道 村田　桃子、曽田　峻平、松本　泉帆
村田　ひいろ、内橋　響希

ヨ ッ ト 川邉　朱里、北林　風花

ボ ー ト 四方　美咲、谷口　智佳子、南場　実祝
近藤　雄大

自 転 車

橋本　優弥、石井　駿平、重満　丈
岸田　剛、真鍋　智寛、山根　慶太
長松　大祐、徳田　匠、西原　裕太郎
長松　空吾、黒瀬　浩太郎、内村　風羽香
田仲　駿太

カ ヌ ー

佐藤　博幸、田原　瞭太、森黒　開
柚野　秀斗、森　愛奈、下屋敷　泰成
岡村　真鳥、横山　瑞紀、岩男　凌
橋沼　新、内田　海斗、林田　薫
溝口　朋美、安藤　久騎

なぎなた 春山　りんか

つ
で
あ
る
競
技
力
向
上
を

図
る
た
め
、
全
て
の
学
生

及
び
そ
の
育
成
に
あ
た
る

顧
問
教
員
等
が
一
堂
に
会

し
、
相
互
の
理
解
と
連
携

を
深
め
、
全
国
・
国
際
的

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
目

指
す
た
め
の
志
気
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
毎
年
４
月
に
開
催
し
て

　

４
月
26
日
に
「
第
18
回

競
技
力
向
上
の
会
」
を
水

野
講
堂
と
大
学
院
棟
大
講

義
室
（
ス
ト
リ
ー
ム
配
信

を
ラ
イ
ブ
視
聴
）
で
開
催

し
、
学
生
・
教
職
員
合
わ

せ
て
約
５
７
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
中
期
計
画
の
一

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
令
和

元
年
度
重
点
強
化
指
定
選

手
・
チ
ー
ム
の
紹
介
な
ど

充
実
し
た
内
容
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
他
の
競
技
者
へ

の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
も
得

ら
れ
る
よ
う
な
練
習
内
容

の
報
告
や
国
内
大
会
さ
ら

に
は
国
際
大
会
で
の
活
躍

を
誓
う
選
手
達
に
、
競
技

種
目
を
越
え
て
感
嘆
の
声

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　

同
大
学
と
し
て
は
、

２
０
２
０
年
に
東
京
で
開

催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
及
び
鹿
児
島
国
体
へ

の
日
本
代
表
候
補
者
の
育

成
・
輩
出
に
向
け
、
引
き

続
き
全
体
的
な
競
技
力
の

向
上
に
繋
が
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
方
策
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

お
り
、
今
回
で
18
回
目
と

な
り
ま
す
。

　

会
は
、
国
際
競
技
大
会

特
別
強
化
指
定
選
手
の
指

導
者
に
よ
る
講
演
、
平
成

30
年
度
重
点
強
化
指
定

選
手
・
チ
ー
ム
の
活
動
報

告
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
学

生
参
加
型
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

財
団

月
報
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大
学
院
体
育
学
研
究
科
　
ス
ポ
ー
ツ
国
際
開
発
学
　
共
同
専
攻
　

修
士
課
程
　
　
山
本
　
竜
翔

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

「
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
！

「
ヤ
ン
グ
レ
ポ
ー
タ
ー
」
に
な
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
す
！

﹁
私
と
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
と
の
関
わ
り
方
﹂

　

２
０
１
３
年
9
月
に
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
（
以
下
「
東
京
オ
リ
・
パ

ラ
」
）
の
開
催
が
決
定
さ
れ

た
と
き
か
ら
、「
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
に
何
か
し
ら
の
形
で
関

わ
る
」
と
い
う
こ
と
が
、
私

の
夢
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
そ

れ
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な

く
、
選
手
や
コ
ー
チ
、
ま
た

は
何
か
し
ら
の
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
深
く
関
わ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
２
０
２
０
年
に
は
私
は
、

修
士
課
程
2
年
と
な
る
。
ま

だ
修
士
課
程
の
段
階
で
、
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
に
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
関
わ
る
こ
と
は
現
実
的

に
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と

当
時
は
思
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
Ｏ
Ｉ
Ｓ
ス
ポ
ー

ツ
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
以
下
「
Ｏ
Ｉ
Ｓ
」
）
が

あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
願
っ
て

も
な
い
機
会
だ
と
思
っ
た
。

学
生
の
う
ち
か
ら
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
の
よ
う
な
大
舞
台

で
、
プ
ロ
の
人
と
一
緒
に
仕
事

が
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
超
一

流
の
選
手
と
関
わ
れ
る
こ
と

な
ど
、
社
会
に
出
た
後
も
普

通
は
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
と

思
う
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
学

ぶ
者
と
し
て
ぜ
ひ
と
も
関
わ

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。

　

将
来
、
私
は
国
際
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
委
員
会
や
国
際
連

合
で
働
き
、
学
生
と
し
て
た

く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と

を
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
そ
れ
が

で
き
る
舞
台
で
働
く
必
要
が

あ
る
と
思
い
、
今
年
修
士
課

程
に
進
ん
だ
。
こ
れ
か
ら
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
経

験
す
る
こ
と
で
ま
た
新
た
な

可
能
性
も
見
え
て
く
る
の
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
力

量
的
に
不
十
分
と
考
え
る
。

ゆ
え
に
、
こ
の
Ｏ
Ｉ
Ｓ
へ
の
参

加
が
最
も
重
要
な
の
だ
。
Ｏ

Ｉ
Ｓ
に
よ
る
参
加
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
完
全
に

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。
東
京
オ

リ
・
パ
ラ
に
深
く
関
わ
り
、

一
流
の
人
た
ち
と
と
も
に
活

動
で
き
れ
ば
、
社
会
で
求
め

ら
れ
る
即
戦
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
ま

た
、
こ
こ
で
し
か
絶
対
に
得

ら
れ
な
い
つ
な
が
り
も
で
き

る
は
ず
だ
。
必
ず
そ
れ
ら
が

今
後
の
職
業
選
択
に
生
き
て

く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
わ
り

方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
開
発
・

国
際
発
展
の
た
め
の
方
法

は
い
く
つ
も
あ
る
。
実
際
に

何
か
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に

は
、
私
一
人
だ
け
で
は
不
可

能
な
こ
と
ば
か
り
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
も
想
像
で
き
る
。

各
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
活
躍

す
る
人
た
ち
と
一
緒
に
取
り

組
ま
な
く
て
は
い
け
な
い
。

彼
ら
を
つ
な
げ
る
役
割
も
必

要
だ
。
私
は
、
学
部
１
年
の

時
か
ら
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ａ
（
鹿

屋
体
育
大
学
国
際
ス
ポ
ー
ツ

ア
カ
デ
ミ
ー
）
に
関
わ
っ
て

き
た
。
こ
の
事
業
へ
の
参
加

者
は
、
各
国
に
お
い
て
現
在

ス
ポ
ー
ツ
界
で
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
、
ま
た
は
将

来
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
人
た
ち
ば
か
り
だ
。
私

は
こ
れ
ま
で
７
回
当
事
業
に

関
わ
り
、
た
く
さ
ん
の
友
人

を
、
深
い
つ
な
が
り
を
得
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
関
係
者

と
し
て
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に

参
加
す
る
人
た
ち
も
い
る
。

も
し
私
が
Ｏ
Ｉ
Ｓ
の
最
終

メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
な
ら

ば
、
彼
ら
と
再
会
し
、
さ
ら

に
交
友
を
深
め
、
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ａ
か
ら
得
た
貴
重
な
つ
な

が
り
を
活
か
し
て
貢
献
で
き

る
と
考
え
る
。

　

私
は
こ
の
Ｏ
Ｉ
Ｓ
に
本
気

で
取
り
組
む
。
人
生
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
い
る
。

英
語
や
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
に

関
す
る
知
識
、
そ
し
て
そ
こ

で
必
要
と
さ
れ
る
技
能
な
ど

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
も
の
ば

か
り
だ
が
、
準
備
す
る
時
間

は
あ
る
。
自
分
が
で
き
る
最

大
限
の
努
力
を
し
て
、
Ｏ
Ｉ

Ｓ
に
望
み
た
い
。

【
Ｏ
Ｉ
Ｓ
概
要
】

　

Ｏ
Ｉ
Ｓ
ス
ポ
ー
ツ
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、

Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
）
が
主
催
し
、
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に

お
い
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
等
を
行
い
、
国
際

的
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
体

感
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

今
春
鹿
屋
体
育
大
学
を

卒
業
（
修
了
）
し
た
学

生
の
進
路
状
況
に
つ
い

て
は
、
表
１
の
と
お
り
で

す
。
体
育
学
部
の
就
職
率

（
就
職
希
望
者
に
対
す
る

就
職
者
の
割
合
）
は
99
・

４
%
（
昨
年
度
と
同
数

値
）
と
な
り
、
依
然
と
し

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

表2．平成31年度（令和元年度）就職支援行事（予定）

４月
・学内合同企業説明会
・第１回公務員採用模擬試験（地方上級型）
・第１回教員採用模擬試験（全国公開型）

５月 ・就活セミナー「就活スタートアップ講座」
６月 ・第１回就職ガイダンス

７月
・就活セミナー「夏休み活用講座」
・就活セミナー「自己分析講座」
・第２回公務員採用模擬試験（市役所型）
・就活セミナー「第１回就職塾」

８月 ・教員採用試験二次対策

10月
・就活セミナー「後期スタートアップ講座」
・起業セミナー～基礎編～
・就活セミナー「第２回就職塾」

11月

・就活セミナー「SPI 対策講座」
・第２回就職ガイダンス
・第３回公務員採用模擬試験（全国共通型）
・起業セミナー～導入編～
・起業セミナー～創造編～

12月 ・就活セミナー「自己 PR 作成講座」

１月 ・就活セミナー「面接・GD 対策講座」
・第２回教員採用模擬試験（全国公開型）

２月
・就活セミナー「就活直前対策講座」
・第４回公務員採用模擬試験（全国共通型）
・第５回公務員採用模擬試験（警察・消防型）
・第３回教員採用模擬試験（全国公開型）

３月・学外合同企業説明会バスツアー＠福岡市

区分

体育学部 大学院 修士課程 大学院 博士後期・3 年制博士課程

スポーツ
総合課程

武道
課程 合計

率
（％）
※２

体育学
専攻

スポーツ
国際開発学
共同専攻

合計
率

（％）
※

体育学
専攻

大学体育ス
ポーツ高度
化共同専攻

合計
率

（％）
※

進
路
先
等
内
訳

就
職
者

教
員

国公立：正規 1 1 2
15.1%

0 0 0
6.7%

0 1 1
28.6%私立：正規 0 0 0 1 0 1 1 0 1

期限付常勤・非常勤講師 18 9 27 0 0 0 0 0 0
公
務
員

警察・消防・自衛隊・刑務等 7 20 27
19.8%

0 0 0
0.0%

0 0 0
0.0%

一般行政・団体等 7 4 11 0 0 0 0 0 0

企
業
等

スポーツ関連企業 33 0 33
48.4%

2 1 3
40.0%

0 0 0
28.6%その他の一般企業 45 14 59 3 0 3 2 0 2

自営業 1 0 1 0 0 0 0 0 0
就職者　合計 112 48 160 6 1 7 3 1 4

進
学
者

大学・大学院 19 0 19
13.0%

5 2 7
46.7%

0 0 0
0.0%

その他（専門学校等） 4 2 6 0 0 0 0 0 0
そ
の
他

就職活動中 1 0 1
3.6%

0 0 0
0.0%

0 0 0
0.0%

非就職希望者 5 1 6 0 0 0 0 0 0
現職・元職に復帰 1 0 1 6.7% 2 1 3 42.9%

卒業・修了者　合計 141 51 192 12 3 15 5 2 7

表１．平成30年度卒業者・修了者の進路状況

表3．学内合同企業説明会　参加企業一覧　《五十音順、敬称略》

青山商事グループ
AXIS
アクティオ
アコーディア・ゴルフ
いわさきコーポレーション
ウィズソル
ウェルファムフーズ
NHC
MX モバイリング
大阪府警察本部
大隅肝属地区消防組合
カーブスジャパン
鹿児島県警察本部
鹿児島綜合警備保障
鹿児島ダイハツ販売
九州丸和ロジスティクス
九南
熊本県警察本部
コスモプラス
コマツカスタマーサポート
コメリ
財宝
さかうえ

佐賀県警察本部
さつま水産
ジャパンファーム
新栄住宅
THINK フィットネス
セキスイハイム九州グループ
積水ハウス
セレッテ
綜合警備保障
損害保険ジャパン日本興亜
海上保安庁
ダイレックス
大和冷機工業
鶴屋百貨店
東京海上日動火災保険
東京消防庁
虎コーポレーション
西日本フード
西原商会
ニシムタ
日進化学
日伸産業
日本電通

日本防蝕工業
ネッツトヨタ鹿児島
ひぐち
平山
フェーズワン
福岡県警察本部
フクダ電子
法務省 麓刑務所
フュービック
ブリヂストンタイヤジャパン
プリンスホテル
防衛省 自衛隊
細山田商事
ボディセラピストエージェンシー
マースエンジニアリング
宮崎県警察本部
ヤンマーアグリジャパン
豊商事
ランテック
リーフラス
ワタキューセイモア

て
高
い
就
職
率
を
保
持
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

昨
今
の
進
路
の
特
徴
と
し

て
、
一
般
企
業
へ
の
就
職

者
が
大
き
く
増
加
し
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
室

で
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
科
目

の
授
業
の
ほ
か
、
表
２
の

と
お
り
年
間
を
通
し
て
就

職
支
援
行
事
を
実
施
予
定

で
す
。
ま
た
、
４
月
８
日

～
25
日
に
実
施
し
ま
し

た
学
内
合
同
企
業
説
明
会

に
は
表
３
の
と
お
り
67
社

（
機
関
）
が
来
学
し
、
参

加
し
た
学
生
の
中
に
は
４

年
生
は
も
と
よ
り
２
、
３

年
生
の
参
加
も
見
受
け
ら

れ
意
識
の
高
さ
が
伺
え
ま

し
た
。
な
お
、
同
室
で
は

行
事
以
外
に
も
就
職
相
談

員
に
よ
る
各
種
相
談
、
履

歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
の
添
削
、
面
接
指
導
な

ど
の
個
別
対
応
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
就
職
活
動
は
ま

す
ま
す
活
発
な
動
き
が
見

ら
れ
て
お
り
、
現
場
の
企

業
採
用
担
当
者
は
よ
り
良

い
学
生
の
獲
得
に
向
け
て

様
々
な
広
報
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
大
学
と
し

て
も
そ
れ
に
応
え
る
と
と

も
に
、
ま
ず
は
学
生
自
身

が
納
得
で
き
る
就
職
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
学
内

教
職
員
が
連
携
し
、
学
生

の
声
を
聴
き
な
が
ら
就
職

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

※「率（％）」・・・卒業・修了者合計に対するそれぞれの割合



農業機械

http://www.mizuho.kubota.ne.jp

○飲酒は20歳になってから。

○飲酒は楽しく、適量を。

○妊娠中、授乳期の飲酒はお控えください。

○飲酒運転は法律で禁止されています。
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まっすぐに。 正直に。
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大口・指宿・南薩・志布志・南大隅・串間・日南・出水・姶良・曽於

何か物足りない、何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”をお手伝いします。

ヒューマン印刷に徹する

〒893-0013  鹿児島県鹿屋市札元1-22-34
TEL 0994-43-2238/FAX 0994-43-7541
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SOUTEN No.339
令和元年６月⑶

２
０
１
９
カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
を
開
催
！BlueWindsロゴを使用したユニフォームお披露目

総務課長
羽室　秀樹

施設課長
鴨田　保

施設課計画係
摩郡　千夏

　

４
月
１
日
付
け
で
総
務
課

に
着
任
し
ま
し
た
羽
室
（
は

む
ろ
）
と
申
し
ま
す
。

　

出
身
は
関
西
で
す
が
、
こ

　

4
月
1
日
付
け
で
施
設
課

に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
鴨
田

と
申
し
ま
す
。

　

採
用
は
私
の
地
元
に
あ
る

宮
崎
大
学
で
、
鹿
児
島
大

学
・
宮
崎
大
学
を
一
往
復
し

た
あ
と
に
も
う
一
度
鹿
児
島

大
学
を
経
て
、
こ
の
た
び
課

長
と
し
て
こ
の
鹿
屋
体
育
大

学
へ
参
り
ま
し
た
。

　

採
用
さ
れ
て
以
降
ず
っ
と

施
設
に
携
わ
る
業
務
に
携

わ
っ
て
い
る
た
め
、
こ
ち
ら

に
初
め
て
来
た
と
き
に
目
に

入
っ
た
景
観
に
は
、
「
な
ん

て
手
入
れ
の
行
き
届
い
た
綺

麗
な
大
学
な
ん
だ
ろ
う
」
と

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
入
学
式
の
後
に

あ
っ
た
鹿
屋
市
主
催
の
入
学

生
歓
迎
会
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
熱
い
歓
迎
の
姿
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
「
本
当
に
地

域
に
根
差
す
大
学
と
は
こ
の

よ
う
な
大
学
な
の
で
は
な
い

か
」
と
の
思
い
に
至
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
愛
さ

れ
、
経
年
を
感
じ
さ
せ
な
い

綺
麗
な
大
学
で
、
学
生
さ
ん

や
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
安
心

安
全
に
施
設
を
利
用
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
琉
球
大
学

よ
り
施
設
課
へ
参
り
ま
し
た

摩
郡
千
夏(

ま
ご
お
り
ち
な

つ)

で
す
。

　

鹿
屋
の
地
は
初
め
て
で
、

実
家
は
鹿
児
島
市
で
す
が
10

年
以
上
沖
縄
に
い
た
の
で
、

久
し
ぶ
り
の
鹿
児
島
県
で

す
。
赴
任
前
に
は
鹿
屋
体
育

大
学
は
学
生
教
職
員
全
員
で

の
体
操
が
あ
る
等
、
色
々
と

聞
か
さ
れ
勝
手
な
心
配
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
親
切
な

教
職
員
の
皆
様
や
挨
拶
を
し

て
く
れ
る
さ
わ
や
か
な
学
生

達
に
不
安
を
和
ら
げ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
体
育
施
設
に

関
わ
る
事
が
少
な
か
っ
た
た

め
本
学
の
充
実
し
た
体
育
施

設
に
驚
い
て
お
り
ま
す
。
技

術
的
に
ま
だ
ま
だ
経
験
不
足

な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
周
囲

の
方
々
に
丁
寧
な
ご
指
導
を

い
た
だ
き
業
務
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

安
心
・
安
全
な
キ
ャ
ン
パ
ス

で
教
育
・
研
究
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

鹿
屋
体
育
大
学
で
は
Ｂ
ｌ

ｕ
ｅ 
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｓ 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ

ｅ
ｎ
ｔ
ｓ
．
２
０
１
９
カ
レ
ッ

ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
と
し
て
、
４

月
27
日
〜
29
日
に
２
０
１
９

年
度
九
州
大
学
春
季
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
女
子
1
部
リ
ー
グ
大

会
、
５
月
12
日
に
第
24
回
全

九
州
大
学
春
季
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
大
学
の
施
設

を
使
用
し
た
大
学
ス
ポ
ー
ツ

の
試
合
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
住
民
が
気
軽
に
大
学
を
訪

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
み
る
」
こ

と
と
、
学
生
を
応
援
し
「
さ

さ
え
る
」
機
会
を
提
供
、
充

学生課生活支援係
森脇　美貴

　

私
は
、
中
学
生
ま
で
鹿
屋

で
過
ご
し
、
茨
城
県
で
の
大

学
生
時
代
を
経
て
、
９
年
ぶ

り
に
地
元
鹿
屋
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
鹿
屋

は
テ
ニ
ス
に
打
ち
込
ん
だ
街

で
す
。
大
会
会
場
に
向
か
う

フ
ェ
リ
ー
の
な
か
で
ス
ト

レ
ッ
チ
を
し
た
り
、
近
所
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
ボ
ー
ル
が

見
え
な
く
な
る
ま
で
練
習
を

し
た
り
、
ど
こ
に
行
く
に
も

懐
か
し
い
思
い
出
ば
か
り
で

す
。
ま
た
、
中
学
生
の
と
き

に
鹿
屋
体
育
大
学
の
学
生
さ

ん
に
テ
ニ
ス
を
教
え
て
も

ら
っ
た
と
き
か
ら
、
学
生
の

皆
さ
ん
は
私
の
憧
れ
で
す
。

　

大
学
生
活
は
、
き
っ
と
大

事
な
仲
間
と
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
む
、
か
け
が
え
の
な
い

日
々
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

学
生
課
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん

の
学
生
生
活
を
支
え
る
存
在

で
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
ぬ
点

が
多
く
、
毎
日
皆
さ
ん
の
明

る
さ
に
元
気
を
も
ら
っ
て
ば

か
り
で
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

４
月
１
日
付
け
で
学
生
課

生
活
支
援
係
に
配
属
さ
れ
ま

し
た
、
森
脇
美
貴
と
申
し
ま

す
。

　ダンス部は、ほとんどがダンス経験のないメン
バーで構成する部であり、今年で創部 3年目を迎
えます。そのため他の部活動に比べると歴史が浅
いですが、2年間で飛躍的な進歩を遂げている部
であると断言できます。
　例えば、蒼天祭でのステージや学内でのダンス
発表会において、来場してくださった方々に感動
を届けたり、カレッジスポーツデーにおいて、他
の部を応援して会場を活気づけたりしています。
また、地域の祭りのステージイベントや小中学生
を対象としたダンスコンクールのボランティアス
タッフを経験するなど、積極的に地域貢献に繋が
る活動もしています。また、2020 年の燃ゆる感
動かごしま国体・かごしま大会の鹿屋市 PR 隊と
して国体ダンスの普及活動に参加するなどしてい
ます。

　昨年は、神戸で開催された全日本高校・大学ダ
ンスフェスティバルの創作コンクール部門にも出
場しました。部員のほとんどがダンス初心者から
構成されていることもあり、前代未聞の挑戦でし
たが、顧問やコーチをはじめとする周りの方々か
らの手厚い指導や支援もあり、皆で一丸となって
本番まで駆け抜けることができました。こういっ
た幅広い活動が功を奏し、今年は学内・地域か
ら去年以上の多数のオファーをいただいておりま
す。
　現在はダンススタジオ ENERGYから講師を招い
て、週に 1回レッスンをつけていただいており、
初心者でも十分スキルを上げていける環境が整っ
ています。まだまだ課題は山積みのダンス部です
が、今後とも皆さんに応援していただけるような
部であり続けるように努めてまいります。

えます。そのため他の部活動に比べると歴史が浅
いですが、2年間で飛躍的な進歩を遂げている部
であると断言できます。
　例えば、蒼天祭でのステージや学内でのダンス
発表会において、来場してくださった方々に感動
を届けたり、カレッジスポーツデーにおいて、他
の部を応援して会場を活気づけたりしています。

を対象としたダンスコンクールのボランティアス

動かごしま国体・かごしま大会の鹿屋市 PR 隊と

ダンス部

　ダンス部は、ほとんどがダンス経験のないメン
バーで構成する部であり、今年で創部 3年目を迎
えます。そのため他の部活動に比べると歴史が浅
いですが、2年間で飛躍的な進歩を遂げている部

課外活動団体紹介

◆
ご
あ
い
さ
つ

◆
ご
あ
い
さ
つ

◆
は
じ
め
ま
し
て

◆
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ア
タ
ッ
ク
や
レ
シ
ー
ブ
が

決
ま
る
た
び
に
観
客
席
か
ら

大
き
な
歓
声
が
沸
き
上
が
っ

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
試
合
で

は
、
ひ
と
き
わ
大
き
な
声
で

選
手
へ
エ
ー
ル
を
送
る
方
の

声
援
が
会
場
を
一
層
盛
り
上

げ
、
試
合
は
3
日
間
と
も
勝

利
し
ま
し
た
。

　

男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
試
合
で
は
、
地
元
の
中
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
員

た
ち
が
ノ
ー
ト
を
片
手
に
観

戦
す
る
姿
も
見
受
け
ら
れ
、

ゴ
ー
ル
下
の
攻
防
や
３
ポ
イ

ン
ト
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
ご

と
に
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声

が
沸
き
上
が
り
、
男
女
と
も

に
勝
利
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ

ｉ
ｎ
ｄ
ｓ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
女

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の

新
し
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
お

披
露
目
も
さ
れ
、
２
年
目
を

迎
え
た
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｓ
の
活
動
の
ま
す
ま
す
の
浸

透
、
活
性
化
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
よ
う
な
カ
レ
ッ
ジ
ス

ポ
ー
ツ

デ
イ
と

な
り
ま

し
た
。

れ
ま
で
全
国
各
地
を
転
勤
し

て
お
り
、
前
任
地
は
復
興
庁

宮
城
復
興
局
で
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
関
す
る
仕

事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
私

は
復
興
状
況
の
情
報
収
集
と

発
信
が
主
な
業
務
で
し
た

が
、
震
災
か
ら
８
年
た
ち
記

憶
の
風
化
や
根
強
い
風
評
な

ど
が
課
題
で
、
広
報
の
重
要

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
省
庁
や
企
業
出

身
の
方
々
が
お
ら
れ
、
仕
事

の
進
め
方
の
違
い
な
ど
を
体

感
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
鹿
屋
体
育
大
学

に
赴
任
し
、
唯
一
の
国
立
の

体
育
大
学
と
し
て
特
色
あ
る

教
育
・
研
究
・
社
会
連
携
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し

た
。
自
分
と
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
糧
に
、
日
々

業
務
に
し
っ
か
り
取
り
組
む

と
と
も
に
、
本
学
の
良
さ
を

広
く
発
信
す
る
こ
と
に
も
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

鹿
屋
に
は
妻
と
二
人
で
来

て
お
り
ま
す
。
休
日
な
ど
は

周
辺
の
自
然
や
文
化
に
触
れ

な
が
ら
楽
し
ん
で
過
ご
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

学内行事（令和元年 7月）
4,10日	・交通安全特別講習会
13日	・大学説明会
14日	・体験授業
17日	・補講期間（～30日）
31日	・期末試験（～8月6日）

（ロゴタイプ）
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環
境
整
備
等
に
つ
い
て
幅
広

く
講
演
さ
れ
、
同
大
学
役
員

か
ら
は
、
そ

の
具
体
的
な

方
法
に
つ
い

て
の
多
く
の

質
問
が
あ
が

り
、
今
後
の

両
大
学
に
お

け
る
共
同
研

究
や
ス
ポ
ー

ツ
交
流
へ
つ

な
が
る
と
て

も
有
意
義
な

講
演
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
訪

問
を
受
け

て
、
今
後
両

大
学
に
お
け

る
学
生
交

流
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
、
研

究
交
流
が
さ

沼
田
薫
樹
さ
ん 

日
本
体
育
測
定
評
価
学
会
で
表
彰
！

国
立
体
育
大
学（
台
湾
）学
長
が

表
敬
訪
問

　

平
成
31
年
４
月
15
～
16

日
、
鹿
屋
体
育
大
学
と
交
流

協
定
を
結
ん
で
い
る
国
立
体

育
大
学
（
台
湾
）
の
邱 

炳

坤
学
長
、
黃 

啓
彰
教
授
、

蔡 

櫻
蘭 

教
授
が
、
両
大
学

に
お
け
る
さ
ら
な
る
共
同
研

究
の
推
進
の
た
め
に
鹿
屋
体

育
大
学
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。

　

邱
学
長
ら
は
同
大
学
の
訪

問
に
際
し
、
松
下
雅
雄
学
長

ら
役
員
を
表
敬
訪
問
し
、
両

大
学
間
で
の
共
同
研
究
や
選

手
・
コ
ー
チ
・
研
究
者
の
交

流
の
拡
大
に
関
す
る
懇
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
16
日
に
は
、
邱
学

長
に
よ
る
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
邱
学
長
か
ら

は
、
財
政
面
に
お
け
る
外
部

資
金
等
の
獲
得
、
多
様
化
す

る
世
界
で
活
躍
す
る
学
生
の

育
成
、
そ
の
た
め
の
施
設
・

　

日
本
体
育
測
定
評
価
学
会

第
18
回
大
会
に
お
い
て
、
同

大
学
博
士
後
期
課
程
（
体
育

学
研
究
科
体
育
学
専
攻
）
１

年
（
発
表
時
）
の
沼
田
薫
樹

さ
ん
が
「
優
秀
発
表
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。
本
賞
は
、

当
該
大
会
に
お
け
る
研
究
発

表
の
中
か
ら
、
機
関
誌
編
集

委
員
な
ど
の
厳
正
な
る
審
査

に
よ
り
選
ば
れ
た
優
れ
た
発

表
を
表
彰
す
る
も
の
で
、
今

回
は
８
件
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

受
賞
し
た
発
表
演
題
は
、

「
項
目
反
応
理
論
を
用
い
た

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
お
け
る

ゲ
ー
ム
評
価
項
目
の
困
難

度
」
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

お
け
る
試
合
中
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
デ
ー
タ
化
し
、

セ
ッ
ト
取
得
に
結
び
つ
く
攻

撃
の
指
標
に
関
す
る
評
価
基

準
を
導
き
出
し
た
も
の
。
研

究
に
あ
た
り
、
平
成
30
年
度

九
州
大
学
秋
季
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
の
15
試
合
51
セ
ッ

ト
分
（
１
０
２
デ
ー
タ
）
の

サ
ン
プ
ル
を
収
集
・
分
析
し

た
沼
田
さ
ん
は
、
「
根
気
の

い
る
作
業
で
し
た
が
、
導
き

出
す
測
定
・
評
価
方
法
を
考

案
・
作
成
し
な
が
ら
の
時
間

は
充
実
し
て
い
た
。
今
後
も

6月29日
	 ・第69回九州地区大学体育大会
	 （バスケットボール）
  （～1　福岡/福岡大学総合体育館）
　3日・天皇杯JFA第99回全日本サッカー選手権大会
  （愛知/パロマ瑞穂スタジアム）

　6日・第69回九州地区大学体育大会（バレーボール）
  （ ～7，13～14　福岡/香蘭女子短期大学

体育館ほか）
　7日・第61回全国国立大学柔道優勝大会
	 （東京/講道館）
13日・	第11回全日本都道府県対抗女子剣道優勝大会
	 （東京/日本武道館）
	 ・	第69回九州地区大学体育大会（陸上競技）
 （～14　福岡/福岡大学陸上競技場）

闘いのスケジュール 7月

デ
ー
タ
や
数
値
を
読
み
や
す

い
も
の
へ
“
見
え
る
化
”
・

“
デ
ザ
イ
ン
化
”
し
て
い
き

た
い
」
と
ま
す
ま
す
意
欲
を

見
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
指
導
教

員
の
髙
橋
仁
大

教
授
は
、
「
多

方
面
に
わ
た
る

測
定
評
価
に
関

す
る
研
究
が
結

集
す
る
日
本
体

育
測
定
評
価
学

会
で
、
ゲ
ー
ム

パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
分
析
に
焦
点

を
当
て
た
研
究

左から荻田学長補佐、石田理事、森理事、松下学長（鹿屋体育大学）、
邱	炳坤学長、黃	啓彰教授、蔡	櫻蘭教授（国立体育大学）

学長報告にて
左から濱田教授（共同研究者）、松下学長

沼田さん、髙橋教授

で
受
賞
で
き
た
こ
と
は
、
驚

く
程
う
れ
し
い
」
と
喜
び
の

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交
流
、
学
内
研

修
等
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱

㈲
寿
ス
ポ
ー
ツ

藏
田　

修
一

東
房　

勝
司

宮
下　

秀
樹

《
保
護
者
》

北
海
道

後
藤　

泰
宏

岩
手
県

𠮷
田　

正
典

宮
城
県

笠
原　

剛

佐
々
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律
枝

山
形
県

小
松　

晃

渡
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弘
史

茨
城
県

植
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祐
二

照
内　

健
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廣
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貴
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県

西
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正
志

群
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県

岩
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和
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東
京
都

池
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恭
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太
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貴
人

小
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隆
夫

後
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光
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塩
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健
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西
山　

由
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井
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小
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長
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愛
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【体操競技】
◆第67回九州学生体操競技選手権大会
（4/20～21　鹿児島/鹿児島県総合体育センター体育館）
▽男子
 団体総合 1位 鹿屋体育大学
 個人総合 3位 堀内　柊澄
 種目別　ゆか 2位 堀内　柊澄
 種目別　あん馬 2位 長谷川　毅
  3位 上田　直樹
 種目別　つり輪 2位 大﨑　斐央利
 種目別　跳馬 2位 長谷川　瑞樹
  3位 上山　廉太郎
 種目別　平行棒 1位 長谷川　毅
  3位 堀内　柊澄
 種目別　鉄棒 1位 杉野　正尭
  2位 原口　幸大
▽女子
 種目別　跳馬 3位 山下　優美

◆「体操 天皇杯」第73回全日本体操個人総合選手権
（4/26～28　群馬/高崎アリーナ）
▽男子
 種目別　あん馬 3位 杉野　正尭
 種目別　跳馬 2位 長谷川　瑞樹
◆第73回全日本体操種目別選手権男子トライアウト
（4/26～28　群馬/高崎アリーナ）
▽男子
 種目別　跳馬 5位 長谷川　瑞樹
【自転車競技】
◆第22回西日本地区自転車競技大会
（4/20～21　大分/別府競輪場）
▽男子
 団体総合 3位 鹿屋体育大学
 4㎞チームパーシュート 1位 徳田・河藤
   高良・古谷田
 スプリント 2位 田仲　駿太
 1㎞タイムトライアル 2位 徳田　匠
 ケイリン 3位 田仲　駿太
  4位 徳田　匠
 ポイントレース 3位 長松　大祐
  5位 長松　空吾

 スクラッチ 3位 河藤　相真
◆2019年度全日本学生ロードレース・カップ・シリーズ第1戦
（4/27　滋賀/東近江ふれあい運動公園特設コース）
▽男子
 クラス1（40㎞） 7位 石井　駿平
◆ 2019年度全日本学生ロードレース・カップ・

シリーズ第2戦
（4/28～29　長野/長峰スポーツ公園・県道飯山新井線）
▽男子
 クラス1　クリテリウム 5位 石井　駿平
 クラス1　ヒルクライム 2位 石井　駿平
  5位 成海　大聖
【カヌー】
◆ 2019カヌースプリントジュニア・U23海外派遣

選手最終記録会
（4/25～28　兵庫/宍栗市音水湖カヌー競技場）
▽男子
 ジュニア　C-2　1000m　 1位 田中　※
※は他団体選手との出場を示す。
▽女子
 U23　WK-1　500m　 2位 森　愛奈
 U23　WK-1　200m　 3位 森　愛奈

４月


